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腎疾患対策検討会報告書に基づく対策の進捗管理および新たな対策の提言 

に資するエビデンス構築 
 

CKD 患者の QOL の維持向上を図る体制の構築に関する研究 
 

研究分担者 花房規男 東京女子医科大学 准教授 
研究要旨 

透析患者・保存期腎不全患者の QOL の向上に関するエビデンスの構築を目指す検討を行っている．昨年度

得られた，QOL と関連する領域である低栄養・消耗，精神心理的徴候，社会・経済的背景を軸にして，具体

的なエビデンスの収集を行っている．定性的なシステマティックレビューでは，昨年得られた結果を裏付け

る内容となっている．今後，定量的な検討を行い，具体的な対策につなげていく必要がある． 

 
Ａ．研究目的 
 昨年度行った検討で，PubMed において，CKD，

腎代替療法および QOL に関連するキーワードで

論文検索を行い，それらの抄録データを用いた自

然言語処理を行い， QOL と関連する単語につい

て，その類似度順に上位語を抽出した．その結果，

1) 低栄養や消耗といった高齢者にみられる症状・

所見，2) 抑うつ，不安といった精神心理的な徴候，

3) 介助者，社会・経済という患者自身を取り巻く

環境が，QOL と深い関連を持つ可能性が示唆され

た．今年度はそれを発展させ，透析患者・保存期

腎不全患者において QOL の維持および QOL の改

善をもたらすためのシステム構築を図るための，

エビデンスの収集を行っている． 
 
Ｂ．研究方法 
 昨年度同様に，PubMed をベースに CKD，ESRD，

移植において QOL と関連する論文を検索した．シ

ステマティックレビューを行い，その結果につい

て，メタ解析を行う．なお，データベースを利用

した検討であり，倫理的配慮の必要はなかった． 
 
Ｃ．研究結果 
 Clinical Study，meta-analysis で制限をかけた

ところ，1,080 文献が検索された．タイトルおよび

アブストラクトからスクリーニング・定性的なメ

タ解析を行っている．定性的なメタ解析では，介

入としては，運動療法，身体機能，栄養，貧血，

抑うつ，患者教育などが，また治療法では，腹膜

透析，腎移植が QOL と関連する因子として抽出さ

れている． 
 
Ｄ．考察 
 今回の検討からは，特に高齢者で認められる低

栄養・消耗に対する介入手段としての，栄養療法・

運動療法による介入，また精神心理的な抑うつの

関連が示唆された．この結果は，昨年の単語レベ

ルでの検討を裏付ける内容となっている．また，

適切な治療法の選択を行うことも，QOL と関連す 

 
ることも示唆される． 
 今後，定性的なメタ解析から定量的なメタ解析

を行い，具体的な介入点について検討・評価を行

っていく．多職種による介入(栄養士，理学療法士，

臨床心理士，看護師，ケアマネジャーなど)，さら

には適切な患者指導・協働意思決定を通じた腎代

替療法の選択と QOL 向上との関連も検討する必

要がある． 
 
Ｅ．結論 
 腎疾患患者における QOL 向上のためには，多方

面からの取り組みが必要であるが，特に高齢者に

みられる低栄養・消耗への対策，適切な療法選択

が介入手段として有用である可能性がある． 
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